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１．はじめに 

近年、宇宙産業 は技術革新と 民間参入の進展により、 大きな 転換期を迎えている。 人工衛星データの利活用

や宇宙輸送の低コスト 化などを 背景に、 宇宙は研究者や一部の専門家だけでなく、さまざまな 産業や個人にと

っても 関わり 得る分野となりつつある。  

一方で、 一般の人々にとって 宇宙は、 依然として「 遠い存在」「特別 な人だけの世界」 として 認識されること

も多い。 宇宙に関する情報や技術が社会に広がりつつある 一方で、 自分自身との 接点を実感しづらいという ギ

ャップ が存在していることも 事実である。  

未来宇宙産業フォーラム（ FSIF ）は、このような 課題意識のもと、「すべての 人に宇宙と 関わる “選択肢”をつ

くる」ことを ミッション として 活動している。 宇宙を専門知識や技術の集合体として 捉えるのではなく、 生活、

仕事、遊 び、 文化といった 日常の延長線上で捉え直すことで、より 多くの 人が宇宙に関心を持ち、 関わるきっ

かけを 生み出すことを 目指している。  

YOXO FESTIVAL 2026 は、 分野や世代を越えた交流を促進するイベント であり、 FSIF にとっても、 宇宙にこ

れまで馴染みのなかった 来場者と 直接対話できる 貴重な機会であった。 本イベント において FSIF は、 来場者が

宇宙を「 学ぶ対象」 や「 知識として 理解するもの」としてではなく、 自由に想像し、 自分の言葉で語ることの

できる 存在として 捉えることを 重視した。  

その一環として 実施したのが、 パネル企画「 あなたが 宇宙でやってみたいことは？」である。 本企画では、

正解や前提知識を求めることなく、 来場者一人ひとりが 思い描く 宇宙での体験や暮らし、 夢や遊びを、 自由に

表現してもらう 場を設けた。  

また、 スタンプラリー 企画を通じて、 複数の宇宙関連展示を回遊する導線を設計することで、 来場者と 各団

体・企業 との 接点を増やし、 短時間であっても 対話が生まれる 環境づくりを 試みた。  

本報告書では、これらの 企画を通じて 得られた 来場者の声や行動データを整理し、 宇宙がどのように 受け取

られ、どのように 想像されたのかを 振り 返る。あわせて、 本取り 組みから 得られた 成果と 学びを共有し、 今後

の活動や、 宇宙をより 身近なものとして 社会に広げていくための 一助とすることを 目的とする。  

 

 

２．イベント概要 

イベント 名： YOXO FESTIVAL 2026  

日 時： 2026 年 1月 31 日(土)、 2 月 1日(日) 

場 所：みなとみらい 駅 みらいチューブ  

出展内 容： 【D-10】 iSIO 宇宙学生団体による 展示＆宇宙検定クイズ  

     未来宇宙産業フォーラム (FSIF)  

• パネル企画「 あなたが 宇宙でやってみたいことは？」  

• スタンプラリー 企画 
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３．パネル企画 

3.1 企画概要 

来場者に対し「あなたが 宇宙でやってみたいことは？」という 問いを投げかけ、 自由記述で付箋に記入しパ

ネルに貼ってもらう 参加型企画を実施した。  

専門知識の有無に関わらず 参加できる 形式とすることで、 宇宙を遠い研究対象ではなく 、 想像してよい 未来

として 捉えてもらうことを 狙いとした。  

 

3.2 来場者意見の分類と傾向 

本企画では、 1 日目に 61 枚、 2 日目に 143 枚、 合計 204 枚の意見が集まった。 寄せられた 意見は年齢層も幅

広く、 内容も多岐にわたっていたが、 主に以下の 5 つの傾向に分類することができた。  

 

① 無重力・身体体験に関するアイデア 

最も多く 見られたのが、 「 ジャンプ」「 浮く」「 回る」といった 無重力特有の身体感覚を楽しみたいという 意見

である。  

⚫ ジャンプ したい／ 高く ジャンプ したい  

⚫ 無重力でジャンプ・ 逆立ち・ 側転・宙返 り  

⚫ ふわふわ浮きたい、 飛んでみたい  

⚫ 無重力を思いっきり 体験したい  

重力から解放される 体験そのものが、 来場者にとって 強い魅力として 捉えられていることが 分かる。  

 

② 遊び・スポーツ・日常行動に関するアイデア 

宇宙であっても、 「 遊ぶ」「 運動する」「 日常を過ごす」ことを 想像する意見が多く 見られた。  

⚫ サッカー、 野球、 ドッジボール、バスケットボール  

⚫ 鬼ごっこ、かくれんぼ、 トランポリン、 なわとび  

⚫ 泳ぐ、 水遊びをする  

⚫ 寝る、 学校に行く、みんなと 楽しく 暮らす  

宇宙を非日常としてではなく、 日常の延長として 捉えている 姿勢がうかがえる。  

 

③ 食・生活・文化に関するアイデア 

生活に密着した 視点からの 意見も多く 寄せられた。  

⚫ ラーメン、 焼き肉、 お寿司、 ケーキを食べたい  

⚫ 宇宙食を食べてみたい  

⚫ コーヒー を飲みたい、 料理をしたい  

⚫ 温泉に入る、 露天風呂に入りたい  

「宇宙 で何を食べ、どう 暮らすか」という 問いは、 宇宙を自分事として 考える 重要な入口となっている。  
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④ 宇宙・天体への憧れや探究心 

宇宙ならではの スケール を意識した 意見も多く 見られた。  

⚫ 地球を宇宙から見たい  

⚫ 月を歩きたい、 月に住みたい  

⚫ 火星を調査したい  

⚫ 星や星座を近くで 見たい  

⚫ ブラックホール の近くに 行きたい  

宇宙空間そのものへの 純粋な好奇心が、 強く 表れていることが 分かる。  

 

⑤ 宇宙人・未来社会・想像世界に関するアイデア 

自由な発想による、 想像力に富んだアイデア も数多く 寄せられた。  

⚫ 宇宙人に会いたい、 友達になりたい  

⚫ UFO に乗りたい  

⚫ 宇宙に都市をつくりたい  

⚫ 宇宙を一つの国にしたい  

⚫ アニメ・キャラクター と 宇宙で遊びたい  

現実性よりも「 想像すること」を 楽しむ姿勢が顕著であり、 企画の狙いが十分に機能していたことがうかが

える。  

 

図 3.2.1  1日目終了時のパネル  
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3.3 考察 

集まった アイデア の多くは、 ロケット や人工衛星といった 専門的な技術ではなく、 「 遊ぶ」「 食べる」「 暮らす」

「体 を動かす」といった 身近な行動を宇宙に重ね合わせたものであった。これは、 来場者が宇宙を「 特別な人

だけの世界」 ではなく、 自分の生活や未来と 地続きの空間として 想像していることを 示している。 本パネル企

画は、 宇宙に関する正解や知識を求める場ではなく、 自由に想像し、 語ってよい 場を提供することで、 宇宙を

自分事として 捉えるきっかけを 生み出した。この 結果は、 宇宙をすべての 人にとっての「 選択肢」 として 広げ

ていく FSIF の活動方針とも 合致する成果であるといえる。  

 

 

４．スタンプラリー企画 

4.1 企画概要 

YOXO FESTIVAL における 宇宙関連展示エリア（ 宇宙エリア およびサイエンスエリア） の活性化を目指し、 来

場者が複数の団体・企業 ブースを回遊することで、 滞在時間の延長および満足度の向上を図ることを 目的とし

たスタンプラリー を企画・運営 した。 本企画はアナログ 形式（紙 のスタンプ 台紙） を採用し、 全 14 の参加団

体・企業 ブースに設置された スタンプ を集める ルールとした。 全てのスタンプ を集めて「 完走」 した 来場者に

は、 インセンティブ として 名前入りの 参加証明書（ デジタルコンテンツ） をダウンロード できる 仕組みを導入し

た。  
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図 4.1.1 スタンプラリー 台紙 表 

 

図 4.1.2  スタンプラリー 台紙 裏 



- 6 - 

 

図 4.1.3 スタンプラリー 参加証明書 

 

4.2 実施結果 

スタンプラリー 台紙の配布数は、 2 日間合計で約 545 枚に達した。また、 全 14 箇所のスタンプ を集め、 完走

特典である 参加証明書をダウンロード した 件数は 53 件であった。 多くの 来場者が台紙を手に会場内を巡る姿が

見られ、 イベント 全体の盛り 上げに寄与した。  
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4.3 参加団体アンケート結果 

スタンプラリー に参加した 団体・企業 を対象に、 企画の満足度および効果に関するアンケート を実施した。

その結果、多 くの 団体・企業 から 本企画に対して 高い評価が得られた。  

満足度については、 回答したすべての 団体・企業 が「 満足」 または「とても 満足」 と 回答しており、 スタン

プラリー がイベント 全体において有効な企画であったことが 示された。  

 

特に、 スタンプラリー による 効果として、 「 ブースへの来訪者数の増加」 を挙げた団体が最も多く、 加えて、

「来訪者 との 会話量の増加」 や「 団体・活動 への関心の向上」 といった 回答も多く 見られた。  

実際に、「 スタンプラリー をきっかけに ブースに来てくれる 来場者が増えた」「 スタンプ を求めて来た来場者

との 会話を通じて、 活動内容に興味を持ってもらえた」「 各ブースへの回遊を促進する効果があった」といった

意見が寄せられ、 スタンプラリー が来場者と 出展団体との 新たな接点を生み出す契機となったことが 確認され

た。  

また、 来場者の反応としては、 スタンプ を集めること 自体を楽しむ子どもや、すべての スタンプ を集めよう

と 複数のブースを積極的に回る来場者の様子が多く 報告された。 特に、 親子連れの来場者がスタンプラリー を

通じて 各ブースを巡り、その 過程で展示内容に興味を持ち、 体験や対話につながる ケース が見られたとの 回答

が複数あった。  

一方で、 運営面については、 スタンプ 対応に関する負担は FSIF を除いて「ほとんど 負担はなかった」または

「問題 ない程度」 と 回答しており、 企画運営が各団体の活動に大きな 支障を与えることなく 実施できたことが

確認された。  

とても満足

満足

ほとんど負担はなかった

少し負担あったが問題ない

やや負担に感じた
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改善点としては、 スタンプ 台紙の配布場所や各ブースの位置を示した 地図があるとより 分かりやすい、 スタ

ンプの図柄や完走特典をより 明確にすると 参加意欲が高まる、といった 意見が挙げられた。これらは 今後の企

画改善において検討すべき重要な示唆である。  

また、 今後同様の企画が実施された 場合の参加意向については、すべての 回答団体・企業 が「ぜひ 参加した

い」と 回答しており、 本企画が出展団体にとっても 有意義な取り 組みであったことが 示された。  

以上の結果から、 スタンプラリー は来場者の回遊を促進するとともに、 出展団体と 来場者との 接点を創出し、

イベント 全体の体験価値向上に寄与する企画であったといえる。  

 

 

5．おわりに 

本報告書では、 YOXO FESTIVAL 2026 における パネル企画および宇宙スタンプラリー の取り 組みを振り 返り、

その成果と 得られた 知見をまとめた。 パネル企画では、 来場者一人ひとりが 自由に思い描く「 宇宙でやってみ

たいこと」が 数多く 寄せられ、 宇宙が専門的な技術分野としてだけでなく、 生活や遊び、 未来の延長線上にあ

る存在として 捉えられていることが 明らかとなった。 また、 スタンプラリー 企画では、 複数の団体・企業 ブー

スを横断する回遊が促進され、 来場者と 出展団体との 新たな接点が生まれた。 アンケート 結果からも、 来訪者

数や対話機会の増加といった 具体的な効果が確認され、 本企画がイベント 全体の体験価値向上に寄与したこと

が示された。 本取り 組みを通じて、 宇宙は「 知識として 学ぶもの」である 前に、「 想像し、 語り、 関わることの

できる 存在」 であるという 確かな手応えを得ることができた。 今後も FSIF は、 宇宙をより 身近なものとして 社

会に広げていく 活動を継続していく。  

最後に、 本イベント の実施にあたりご 協力を賜りました 皆様に、 心より 感謝申し上げます。 本イベント の出

展にあたり、 一般社団法人宇宙産業機構（ iSIO ）様 より 多大なるご 協力を賜りましたこと、 心より 御礼申し上

げます。 また、 宇宙スタンプラリー の実施に際し、 台紙印刷にご協力いただきました 宇宙広報団体 TELSTAR の

千葉様に、 深く 感謝申し上げます。 さらに、 宇宙スタンプラリー の運営にご協力くださいましたすべての 関係

者の皆様に、 心より 感謝申し上げます。  
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6．団体紹介 

未来宇宙産業フォーラム（FSIF）は、2023 年 9 月に設立された宇宙ビジネスを中心とする学生団体です。「全

ての人に宇宙とかかわる“選択肢”をつくる」をミッションに掲げ、全国の大学生約 20 名がオンラインを拠点に

活動しています。主な活動として、他産業からの宇宙参入を促進するワーキンググループの運営や、一般層向け

の「趣味×宇宙」ワークショップ等のイベント開催、それらの成果をまとめた報告書の公開を行い、一番身近

な宇宙の専門家として宇宙産業の裾野拡大に取り組んでいます。 

 

団 体 名：未来宇宙産業フォーラム 

通 称：FSIF(エフシフ) 

ビジョン：すべての人に宇宙と関わる”選択肢”をつくる 

活動内容： Working Group 特定テーマを深掘りし、社会実装への道筋を描く 

 Community 宇宙への入り口となる、開かれたコミュニティー 

 Event 宇宙を「自分事」にする体験の提供 

 Report アイディアを社会の共有財産へ 

メンバー：東京から大阪まで 20 人が在籍 

代 表：眞鍋和士(神奈川大学工学部機械工学科) 

設 立：2023 年 9 月 10 日 

連 絡 先：fsif.official@gmail.com



 

 


